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※「防災情報の取得方法」は新設の設問です。 

４ 防災について 
 

4－1 防災情報の取得方法 

◆「テレビ」79.6％、「緊急速報メール」73.8％◆ 

 

問 12 あなたは、災害時の防災情報（避難情報）をどのように取得していますか。あて

はまるものをすべて選び、番号を〇で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では「テレビ」が 79.6％で最も高く、次いで「緊急速報メール」（73.8％）、「防災

行政無線」（50.9％）、「インターネットの防災情報」（31.2％）、「東松山市ホームページ」

（23.8％）と続いています。 

性別でみると「東松山市ホームページ」は女性（28.1％）が男性（18.9％）を 9.2ポイ

ント、「テレビ」は女性（82.8％）が男性（75.9％）を 6.9ポイント上回っています。一方

「インターネットの防災情報」は男性（35.1％）が女性（28.1％）を 7.0ポイント上回っ

ています。  

防災行政無線

緊急速報メール（緊急地震速報等、
対象エリアに一斉配信されるメール）

登録制メール（東松山いんふぉメール等）

東松山市ホームページ

防災ラジオ・戸別受信機

インターネットの防災情報

テレビ

Twitter等のソーシャルネットワークサービス（SNS）

テレホンサービス

その他

特に行っていない

無回答

　％

50.9 

73.8 

15.0 

23.8 

10.5 

31.2 

79.6 

16.4 

1.8 

0.9 

2.1 

1.3 

53.2 

73.0 

12.6 

18.9 

12.6 

35.1 

75.9 

17.0 

2.2 

0.9 

1.9 

1.2 

49.5 

74.9 

17.1 

28.1 

8.9 

28.1 

82.8 

16.2 

1.5 

1.0 

2.2 

1.3 

33.3 

66.7 

0.0 

33.3 

0.0 

50.0 

66.7 

16.7 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0 20 40 60 80 100

全体(1,282人)

男性(581人)

女性(673人)

その他／回答しない(6人)

防災情報の取得方法（全体・性別） 
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性・年代別でみると「テレビ」は男性・女性ともにほとんどの年代で７～８割台となっ

ていますが、男性の 18歳・19歳、20歳代、40歳代では６割台と低くなっています。 

「緊急速報メール」は女性の 30歳代（89.2％）、40歳代（90.8％）、50歳代（83.8％）

で高くなっています。一方、男性・女性ともに 70歳以上で５割台半ば～６割と低くなって

います。 

「防災行政無線」は男性では年齢が高くなるほど割合が高くなり、70歳以上で 65.1％と

最も高くなっています。女性では 60歳代で 58.1％と最も高くなっています。 

「インターネットの防災情報」は男性・女性ともに 70歳以上の割合が低く、男性が 20.6％、

女性が 13.7％となっています。 

「東松山市ホームページ」は男性では 50歳代（30.5％）、女性では 40歳代（49.0％）が

最も高くなっています。 

 

 

 

  

％

75.9 

60.0 

62.2 

73.3 

64.0 

78.9 

82.6 

81.1 

82.8 

80.0 

85.7 

81.1 

79.6 

81.8 

86.0 

83.7 

66.7 

0 20 40 60 80 100

【男性】

男性全体(581人)

18歳・19歳(10人)

20歳代(37人)

30歳代(60人)

40歳代(75人)

50歳代(95人)

60歳代(115人)

70歳以上(175人)

【女性】

女性全体(673人)

18歳・19歳(10人)

20歳代(49人)

30歳代(74人)

40歳代(98人)

50歳代(99人)

60歳代(136人)

70歳以上(190人)

【その他／回答しない】

その他／

回答しない全体(6人)

◇テレビ

73.0 

70.0 

70.3 

80.0 

78.7 

83.2 

76.5 

61.1 

74.9 

60.0 

71.4 

89.2 

90.8 

83.8 

77.9 

55.3 

66.7 

0 20 40 60 80 100

◇緊急速報メール（緊急地震

速報等、対象エリアに

一斉配信されるメール）

53.2 

40.0 

37.8 

41.7 

48.0 

49.5 

55.7 

65.1 

49.5 

50.0 

42.9 

39.2 

50.0 

43.4 

58.1 

52.6 

33.3 

0 20 40 60 80 100

◇防災行政無線

35.1 

40.0 

40.5 

41.7 

44.0 

43.2 

39.1 

20.6 

28.1 

30.0 

28.6 

35.1 

36.7 

38.4 

29.4 

13.7 

50.0 

0 20 40 60 80 100

◇インターネットの

防災情報

18.9 

10.0 

18.9 

23.3 

17.3 

30.5 

15.7 

15.4 

28.1 

40.0 

16.3 

40.5 

49.0 

36.4 

22.1 

13.7 

33.3 

0 20 40 60 80 100

◇東松山市

ホームページ

防災情報の取得方法（上位５位 性・年代別） 
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※「避難行動を求められたら行うこと」は新設の設問です。 

4－2 避難行動を求められたら行うこと 

◆「自宅が安全なため避難しない」39.4％、「市の指定避難所（一時避難場所・避難所）に避

難する」32.4％◆ 

 

問 13 あなたは、現在の新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、避難行動を求めら

れたら主にどのように避難を行いますか。１つ選び、番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では「自宅が安全なため避難しない」が 39.4％で最も高く、次いで「市の指定避難

所（一時避難場所・避難所）に避難する」（32.4％）、「車で安全な場所に避難する（車中避

難）」（17.6％）、「親戚・知人宅へ避難する」（7.2％）と続いています。 

性別でみると「市の指定避難所（一時避難場所・避難所）に避難する」で男性（36.3％）

が女性（28.8％）を 7.5ポイント上回っています。 

年代別でみると「市の指定避難所（一時避難場所・避難所）に避難する」は 18 歳・19

歳で 60.0％と他の年代に比べ高くなっています。  

市の指定避難
所（一時避難場
所・避難所）に
避難する

車で安全な場
所に避難する
（車中避難）

親戚・知人宅へ
避難する

その他 自宅が安全な
ため避難しない

無回答

全体(1,282人)

男性(581人)

女性(673人)

その他／回答しない(6人)

18歳・19歳(20人)

20歳代(86人)

30歳代(136人)

40歳代(174人)

50歳代(196人)

60歳代(251人)

70歳以上(367人)

　％

【性別】

【年代別】

32.4 17.6 7.2 1.7 39.4 1.8 

36.3 

28.8 

16.7 

18.1 

16.8 

50.0 

5.2 

9.1 

0.0 

1.4 

1.9 

0.0 

37.7 

41.3 

33.3 

1.4 

2.1 

0.0 

60.0 

30.2 

25.7 

28.2 

30.6 

29.5 

37.9 

15.0 

17.4 

23.5 

23.6 

17.9 

22.3 

8.7 

0.0 

11.6 

11.8 

11.5 

6.6 

6.4 

3.8 

0.0 

1.2 

0.7 

1.1 

5.6 

0.4 

1.4 

25.0 

39.5 

36.0 

35.1 

37.8 

41.0 

45.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.6 

1.5 

0.4 

3.3 

0 20 40 60 80 100

避難行動を求められたら行うこと 
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4－3 災害に備えて行っていること 

◆「保存飲料水・食料品を準備している」52.9％、「家族や親族との連絡方法を決めている」

36.3％◆ 

 

問 14 あなたは、日頃から災害に備え、どのようなことを行っていますか。あてはまる

ものをすべて選び、番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では「保存飲料水・食料品を準備している」が 52.9％で最も高く、次いで「家族や

親族との連絡方法を決めている」（36.3％）、「非常用持ち出し袋を用意している」（28.9％）、

「消火器を準備している」（23.9％）、「避難場所や経路を確認している」（23.2％）と続い

ています。 

性別でみると「家族や親族との連絡方法を決めている」で女性（39.4％）が男性（33.4％）

を 6.0ポイント、「非常用持ち出し袋を用意している」で女性（33.1％）が男性（25.0％）

を 8.1ポイント上回っています。一方「防災訓練に参加している」で男性（20.0％）が女

性（14.4％）を 5.6ポイント上回っています。  

家族や親族との
連絡方法を決めている

保存飲料水・食料品を
準備している

非常用持ち出し袋を用意している

家財を補強している

避難場所や経路を確認している

防災訓練に参加している

応急手当等の研修に参加している

消火器を準備している

その他

特に行っていない

無回答

 ％

36.3 

52.9 

28.9 

14.0 

23.2 

17.0 

8.0 

23.9 

0.6 

18.6 

1.6 

33.4 

51.3 

25.0 

13.4 

21.0 

20.0 

9.5 

24.6 

0.2 

21.0 

1.5 

39.4 

54.8 

33.1 

14.7 

25.4 

14.4 

6.7 

22.4 

1.0 

16.3 

1.5 

16.7 

66.7 

0.0 

0.0 

16.7 

16.7 

16.7 

50.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0 20 40 60 80

全体(1,282人)

男性(581人)

女性(673人)

その他／回答しない(6人)

災害に備えて行っていること（全体・性別） 
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性・年代別でみると「保存飲料水・食料品を準備している」は男性の 60 歳代、女性の

18歳・19歳で６割以上となっています。 

「家族や親族との連絡方法を決めている」は男性の 18歳・19歳、70歳以上、女性の 50

歳代、70歳以上で４割以上となっています。 

「非常用持ち出し袋を用意している」は男性では18歳・19歳（30.0％）、60歳代（29.6％）、

女性では 70歳以上（38.4％）が高くなっています。 

「消火器を準備している」は男性の 60歳代以降で３割台と高くなっています。女性では

年代が高くなるほど割合が高くなる傾向にあり、70歳以上では 32.1％と最も高くなってい

ます。 

「避難場所や経路を確認している」は男性の 18歳・19歳（30.0％）、女性の 40歳代（31.6％）

が３割以上と高くなっています。 

 

 

 

 

  

％

51.3 

40.0 

54.1 

38.3 

57.3 

47.4 

60.9 

50.3 

54.8 

60.0 

32.7 

51.4 

57.1 

57.6 

58.1 

55.8 

66.7 

0 20 40 60 80 100

【男性】

男性全体(581人)

18歳・19歳(10人)

20歳代(37人)

30歳代(60人)

40歳代(75人)

50歳代(95人)

60歳代(115人)

70歳以上(175人)

【女性】

女性全体(673人)

18歳・19歳(10人)

20歳代(49人)

30歳代(74人)

40歳代(98人)

50歳代(99人)

60歳代(136人)

70歳以上(190人)

【その他／回答しない】

その他／

回答しない全体(6人)

◇保存飲料水・食料品を

準備している

33.4 

40.0 

29.7 

23.3 

30.7 

25.3 

37.4 

40.0 

39.4 

30.0 

34.7 

39.2 

31.6 

40.4 

38.2 

43.2 

16.7 

0 20 40 60 80 100

◇家族や親族との

連絡方法を決めている

25.0 

30.0 

18.9 

21.7 

25.3 

24.2 

29.6 

25.1 

33.1 

30.0 

24.5 

21.6 

35.7 

36.4 

33.1 

38.4 

0.0 

0 20 40 60 80 100

◇非常用持ち出し袋を

用意している

24.6 

20.0 

18.9 

11.7 

9.3 

18.9 

32.2 

36.0 

22.4 

0.0 

8.2 

13.5 

17.3 

17.2 

27.9 

32.1 

50.0 

0 20 40 60 80 100

◇消火器を準備している

21.0 

30.0 

18.9 

8.3 

22.7 

16.8 

20.9 

26.3 

25.4 

20.0 

16.3 

16.2 

31.6 

25.3 

23.5 

28.9 

16.7 

0 20 40 60 80 100

◇避難場所や経路を

確認している

災害に備えて行っていること（上位５位 性・年代別） 
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平成 30年度調査と比較するとほとんど全ての項目で減少傾向にあり、特に「家財を補強

している」が 16.4ポイント減と大幅に減少しています。また「避難場所や経路を確認して

いる」「防災訓練に参加している」「応急手当等の研修に参加している」「消火器を準備して

いる」では５ポイント以上減少しています。一方、「保存飲料水・食料品を準備している」

が 2.9ポイント増加しています。 

平成 23年度調査以降、「保存飲料水・食料品を準備している」が増加傾向、「消火器を準

備している」は減少傾向にあります。 

  

家族や親族との
連絡方法を決めている

保存飲料水・食料品を
準備している

非常用持ち出し袋を用意している

家財を補強している

避難場所や経路を確認している

防災訓練に参加している

応急手当等の研修に参加している

消火器を準備している

その他

特に行っていない

無回答

　％

45.2 

44.2 

32.0 

33.4 

30.5 

18.9 

9.6 

39.0 

1.5 

13.8 

1.3 

38.2 

45.1 

32.4 

32.4 

29.4 

22.9 

10.1 

34.9 

0.6 

18.3 

2.6 

35.4 

45.0 

29.2 

29.6 

29.1 

22.3 

11.5 

33.2 

0.7 

16.0 

4.3 

36.4 

50.0 

31.9 

30.4 

32.8 

24.2 

13.0 

32.6 

0.9 

19.3 

1.3 

36.3 

52.9 

28.9 

14.0 

23.2 

17.0 

8.0 

23.9 

0.6 

18.6 

1.6 

0 20 40 60

平成23年

平成25年

平成28年

平成30年

令和２年

災害に備えて行っていること（経年比較） 


